
【対策】38 地域防災力の中核を担う消防団に関する対策

◼ 実施主体：総務省消防庁

◼ 実施場所：埼玉県吉川市 等

◼ 事業概要：自然災害が激甚化・頻発化する中、消防団
の災害対応能力の向上を図ることが喫緊の課題であ
るため、救助用資機材等を搭載した消防ポンプ自動
車を無償で貸し付け、訓練を実施。

◼ 事 業 費 ：49.4億円（令和２年度～令和４年度予算）
（うち５か年加速化対策（加速化・深化分） 49.4億円）

◼ 効 果：江戸川に隣接し、水害リスクを抱える埼玉
県吉川市では、令和５年梅雨前線による大雨に伴い、
道路冠水が発生したところ、本事業を活用して配備し
た救助資機材・小型動力ポンプ搬送車を用いることで、
速やかな排水作業を複数箇所で実施することができ
た。その他、無償貸付車両を使用して冠水した道路へ
の止水板等の設置（福岡県筑後市 他）が実施される
など、各地の消防団において災害対応能力の向上に
寄与した。

消防ポンプ自動車の無償貸付により、
消防団の災害対応能力を向上させる

【事例】救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車の無償貸付事業

対策概要：消防団の災害対応能力の向上のため、消防団が使用する車両・資機材の充実・強化を図る。
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